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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギ生成装置に対し最大パワーポイントトラッキング（ＭＰＰＴ）プロセスを提供
する方法であって、
　局所的変換器を前記エネルギ生成装置に結合すること、
　前記局所的変換器が最大許容可能温度以下で動作しているか否かを判定すること、
　前記局所的変換器に関連する少なくとも１つの電流が許容可能であるか否かを判定する
こと、及び、
　前記局所的変換器が前記最大許容可能温度以下で動作していると判定されたとき且つ前
記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電流が許容可能なものであると判定され
るとき、前記局所的変換器内のＭＰＰＴプロセスをイネーブルさせること、
　を含む方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記局所的変換器が前記最大許容可能温度より高い温
度で動作していると判定されるとき、前記局所的変換器内のＭＰＰＴプロセスをディスエ
ーブルさせることを更に含む、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記局所的変換器が前記最大許容可能温度より高い温
度で動作していると判定されるとき、前記局所的変換器に対する変換比を初期の変換比に
設定することを更に含む、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電
流が許容不可能であると判定されるとき、前記局所的変換器内のＭＰＰＴプロセスをディ
スエーブルさせることを更に含む、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電
流が、前記局所的変換器に対する平均出力電流を含み、且つ前記平均出力電流が最大出力
電流未満であるときに前記平均出力電流が許容可能なものであると判定される、方法。
【請求項６】
　請求項４に記載の方法であって、前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電
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流が、前記局所的変換器に対する出力電流と前記局所的変換器に対する平均入力電流とを
含む、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、
　前記ＭＰＰＴプロセスがディスエーブルされるとき、前記出力電流及び前記平均入力電
流が上側最小電流スレッショルドに基づいて許容可能であると判定され、さらに、
　前記ＭＰＰＴプロセスがイネーブルされるとき、前記出力電流及び前記平均入力電流が
下側最小電流スレッショルドに基づいて許容可能であると判定される、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、前記ＭＰＰＴプロセスが平均出力電圧を最大出力電圧
と比較することを含み、前記平均出力電圧が前記最大出力電圧より大きいとき、前記局所
的変換器の動作を継続させながら前記ＭＰＰＴプロセスに対する変換比を減少させること
を含む、方法。
【請求項９】
　エネルギ生成装置に対し最大パワーポイントトラッキング（ＭＰＰＴ）を提供する方法
であって、
　局所的変換器を前記エネルギ生成装置に結合すること、
　前記局所的変換器が最大許容可能温度以下で動作しているか否かを判定すること、
　前記局所的変換器に対する平均出力電流が最大出力電流未満であるか否かを判定するこ
と、
　前記局所的変換器に対する出力電流が許容可能であるか否かを判定すること、
　前記局所的変換器に対する平均入力電流が許容可能であるか否かを判定すること、及び
、
　（ｉ）前記局所的変換器が前記最大許容可能温度以下で動作していると判定され、（ｉ
ｉ）前記平均出力電流が前記最大出力電流未満であると判定され、（ｉｉｉ）前記出力電
流が許容可能なものであると判定され、且つ（ｉｖ）前記平均入力電流が許容可能なもの
であると判定されるとき、前記局所的変換器内のＭＰＰＴプロセスをイネーブルさせるこ
と、
　を含む方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、（ｉ）前記局所的変換器が前記最大許容可能温度より
高い温度で動作していると判定されるか、（ｉｉ）前記平均出力電流が前記最大出力電流
より大きいと判定されるか、（ｉｉｉ）前記出力電流が許容不可能であると判定されるか
、又は（ｉｖ）前記平均入力電流が許容不可能であると判定されるとき、前記局所的変換
器内のＭＰＰＴプロセスをディスエーブルさせることを更に含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、前記ＭＰＰＴプロセスがディスエーブルされるとき
、前記出力電流及び前記平均入力電流が上側最小電流スレッショルドに基づいて許容可能
であると判定され、前記ＭＰＰＴプロセスがイネーブルされるとき、前記出力電流及び前
記平均入力電流が下側最小電流スレッショルドに基づいて許容可能であると判定される方
法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の方法であって、前記ＭＰＰＴプロセスがディスエーブルされるとき
、前記局所的変換器に対する変換比を初期の変換比に設定することを更に含む、方法。
【請求項１３】
　請求項９に記載の方法であって、前記ＭＰＰＴプロセスが平均出力電圧を最大出力電圧
と比較することを含み、前記平均出力電圧が前記最大出力電圧より大きいとき、前記局所
的変換器の動作を継続させながら前記ＭＰＰＴプロセスに対する変換比を減少させること
を含む、方法。
【請求項１４】
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　エネルギ生成アレイ内の複数個のエネルギ生成装置の各々に対して最大パワーポイント
トラッキング（ＭＰＰＴ）を提供するシステムであって、前記システムが、各エネルギ生
成装置に対し、前記エネルギ生成装置に結合されている局所的変換器を含み、各局所的変
換器が、
　装置電圧と装置電流とを前記エネルギ生成装置から受け取ることが可能であり、且つ前
記装置電圧と前記装置電流とに基づいて出力電圧と出力電流とを生成することが可能なパ
ワーステージと、
　前記パワーステージに結合され、前記パワーステージに対してＭＰＰＴを提供するべく
動作可能な局所的制御器と、
　を含み、前記局所的制御器が、
　前記局所的変換器が最大許容可能温度以下で動作しているか否かを判定すること、
　前記局所的変換器に関連する少なくとも１つの電流が許容可能であるか否かを判定する
こと、及び、
　前記局所的変換器が前記最大許容可能温度以下で動作していると判定されるとき且つ前
記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電流が許容可能なものであると判定され
るときに前記局所的変換器内のＭＰＰＴプロセスをイネーブルさせること、
　が可能なＭＰＰＴモジュールを含む、
　システム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のシステムであって、前記局所的変換器が前記最大許容可能温度より
高い温度で動作していると判定されるとき、前記ＭＰＰＴモジュールが、前記局所的変換
器内のＭＰＰＴプロセスをディスエーブルさせ、且つ前記局所的変換器に対する変換比を
初期の変換比に設定することが更に可能である、システム。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のシステムであって、前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１
つの電流が許容不可能であると判定されるとき、前記ＭＰＰＴモジュールが前記局所的変
換器内のＭＰＰＴプロセスをディスエーブルさせることが更に可能である、システム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のシステムであって、
　前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電流が、前記局所的変換器に対する
平均出力電流を含み、さらに、
　前記ＭＰＰＴモジュールが、前記平均出力電流が最大出力電流未満であるか否かを判定
することによって、前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電流が許容可能で
あるか否かを判定することが更に可能である、
　システム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のシステムであって、
　前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電流が、前記局所的変換器に対する
出力電流と前記局所的変換器に対する平均入力電流とを更に含み、さらに、
　前記ＭＰＰＴモジュールが、前記ＭＰＰＴプロセスがディスエーブルされている間前記
出力電流及び前記平均入力電流の各々が上側最小電流スレッショルドより大きいか否かを
判定することによって、及び、前記ＭＰＰＴプロセスがイネーブルされている間前記出力
電流及び前記平均入力電流の各々が下側最小電流スレッショルド未満であるか否かを判定
することによって、前記局所的変換器に関連する前記少なくとも１つの電流が許容可能で
あるか否かを判定することが更に可能である、
　システム。
【請求項１９】
　請求項１４に記載のシステムであって、前記ＭＰＰＴプロセスが平均出力電圧を最大出
力電圧と比較することを含み、前記平均出力電圧が前記最大出力電圧より大きいとき、前
記局所的変換器を継続して動作させながら前記ＭＰＰＴプロセスに対する変換比を減少さ
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せる、システム。
【請求項２０】
　請求項１４に記載のシステムであって、前記エネルギ生成装置が光起電性パネルを含む
システム。
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